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ウエンディ２１は障害のある人の社会参加を支援するグループです。 

Wendy 21 
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2019/5/5 散歩コース@緑ヶ丘中学校下 
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日
本
の
神
々
を
描
い
た
会
社 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

羽
季 

の
ぼ
る 

 
 
 

５
・
嵐
の
中
の
富
士
山 

  

翌
朝
は
、
水
滴
が
、
窓
ガ
ラ
ス
に
ぶ
つ
か
る
音
で
、
目
が

覚
め
た
。
フ
ェ
リ
ー
は
大
波
を
か
ぶ
り
、
人
が
立
ち
上
が
る

の
も
許
さ
な
い
。
風
の
う
な
り
も
聞
こ
え
て
く
る
。
太
郎
は

窓
に
張
り
付
い
て
、
遠
く
に
目
を
凝
ら
し
た
。
陸
の
上
に
、

明
ら
か
に
大
き
な
山
が
見
え
た
。 

 

「
富
士
山
だ
！
」 

 

太
郎
が
叫
ぶ
と
、
Ｉ
さ
ん
も
駆
け
付
け
、 

 

「
え
っ
、
ど
こ
？ 

」 

 

と
言
い
な
が
ら
、
目
を
皿
の
よ
う
に
し
て
眺
め
た
。 

 

「
ほ
ら
、
北
西
の
…
。
」 

 

息
を
詰
ま
ら
せ
た
太
郎
の
声
に
、
Ｉ
さ
ん
も
つ
い
に
発
見

し
て
、 

 

「
本
当
だ
！ 

ま
る
で
、
葛
飾
北
斎
の
絵
み
た
い
だ
。
」 

 

と
笑
っ
た
。 

 
 
 

６
・
ま
る
で
夢
み
た
い 

 

そ
の
日
は
、
み
ん
な
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
に
お
邪
魔
す
る
の

で
、
午
前
中
の
内
に
入
浴
し
た
。ま
ず
は
、横
浜
港
に
入
港
。

次
に
３
病
棟
は
、
１
・
２
・
５
病
棟
と
合
流
し
た
が
、
そ
の

人
数
は
、
約
百
二
十
人
だ
っ
た
。
そ
こ
の
、
「
み
な
と
み
ら

い

2
1

」
の
ビ
ル
を
目
の
前
に
し
て
、
み
ん
な
は
が
く
ぜ
ん

と
し
た
。
本
当
に
人
が
造
っ
た
の
か
と
。
そ
こ
は
、
何
百
万

の
都
市
も
集
ま
る
関
東
地
方
。
太
郎
達
の
想
像
を
軽
々
と
越

え
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
、
四
台
の
バ
ス
に
分
か
れ
、
四
時
間

掛
け
て
小
金
井
市
に
着
い
た
。
時
計
の
針
は
、
七
時
を
指
し

て
い
る
。ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
方
達
は
温
か
く
出
迎
え
て
く

れ
た
。
社
員
食
堂
で
、
全
員
、
「
か
た
つ
む
り
。
」
の
合
唱

を
し
て
、
み
ん
な
で
楽
し
ん
だ
。
け
れ
ど
、
次
の
日
か
ら
、

み
ん
な
必
死
に
な
っ
て
絵
を
描
い
た
。
主
に
、
千
尋
が
迷
い

込
ん
だ
湯
屋
や
、
町
の
背
景
を
描
い
た
り
、
神
々
様
に
保
田

さ
ん
か
ら
教
わ
っ
て
色
を
の
せ
て
い
っ
た
り
と
。
中
で
も
太

郎
は
、
監
督
か
ら
、 

 

「
お
前
、
間
違
え
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
思
い
な
が
ら
描
い

て
る
だ
ろ
う
！ 

」 

 

と
言
っ
て
、
叱
ら
れ
て
ば
か
り
だ
っ
た
。(

ト
ホ
ホ
…
。) 

 

そ
し
て
、
太
郎
は
、
ふ
と
目
が
覚
め
た
。
月
明
か
り
が
彼

の
顔
を
や
さ
し
く
包
ん
で
い
た
。そ
れ
は
全
く
夢
だ
っ
た
の

だ
。
太
郎
は
窓
に
駆
け
寄
っ
た
。
外
は
、
鉄
格
子
の
向
こ
う

に
、
森
と
畑
の
景
色
が
広
が
っ
て
い
る
。
―
―
と
、
廊
下
に

靴
の
音
が
響
い
た
。
懐
中
電
灯
の
光
の
輪
が
消
え
て
、
扉
が

静
か
に
開
い
た
。 

 

「
何
し
よ
ん
か
ね
。
ち
ゃ
ん
と
寝
ら
な
、
宇
宙
人
を
呼
ぶ

よ
。
」 

 

や
さ
し
い
看
護
師
さ
ん
の
声
だ
っ
た
。
太
郎
は
、
ベ
ッ
ト

に
潜
り
込
ん
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
つ
づ
く
） 
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ピア・カウンセリング 北九州市から委託を受けてピア・カウンセリング事業を行っていま

す。ピア・カウンセリングとは同じ障害を持つ仲間どうしで情報を提供しあったり体験を共

有し勇気づけたり問題を解決する手助けを行うものです。平日の 9:00 から 16:00 までの間

の 30分程度、月に５回まで無料で受ける事が出来ます。時間外や訪問も場合によっては、

ご自宅、喫茶店、病院等ご自由な時間帯にやっています、当事者だけでなくご家族のカウン

セリングも行っております。よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

発行 令和元年９月１２日 ＮＰＯ法人ウエンディ 

地域活動支援センター ウエンディ本部 

〒800-0043  北九州市門司区緑ヶ丘 10番 19号 

Tel : 093-383-3169 Fax : 093-391-2167 Mail  wendy21@f2.dion.ne.jp http://www.wendy21.jp 

 

週刊ナースＲｅｉｋｏ！                  食中毒予防のポイント 

☆３原則、細菌を「つけない」「増やさない」「殺菌する」 

☆対策ポイント➀清潔にする。②すばやく対応する。③冷却、乾燥、加熱をする。 

◎手洗いを習慣づける！ 

◎食品は正しく保存する！（・冷蔵庫内に食品を詰め込みすぎないようにする。・買物後
はすぐに冷蔵庫へ保存する。・食品を長期に渡って保存をしない。・料理の食べ残しは小

分けして保存する。） 

◎衛生管理の行き届いた店で買物をする！（・消費期限が切れていないか。・商品在庫の
回転が速いかどうか。・要冷蔵の商品が通常の陳列棚に置かれていないか。・冷凍食品に

霜が付きすぎていないか） 

◎加熱調理を心がける！ 

◎調理は衛生的に！（手、調理器具は常に清潔に） 

◎食後の食器はすぐに洗う！（調理台、三角コーナーラックも清潔に。） 

梅雨の時期は特に気を付けましょう！！ 

編集後記 ： けんちです♪ 季節の移ろいは殊更早く感じる昨今ですが、皆様方におかれ

ましてはご健勝のことと思います。さて残暑の中、小倉支部に関しての続報ですが、モナト

リエ様のご厚意で場所を提供して頂き、小倉支部の活動を活性化するために、若干名の

声掛けをお願いして、９月２０日の（ＰＭ１：３0 から、９０分程度）に執り行う事となりました。 間

際になってからの告知ですが、まずは小倉に通えるメンバーさんの交流会、及びピア・カウ

ンセリング業務の研修会を予定しておりますので、ご興味のある方はご参加宜しくお願い

致します。ウエンディのミーティングは、オープンミーティングなので、ご家族・支援者の方も

参加できますのでよろしくお願いします。初めは月１回ぐらいのペースでゆったりと始めてみ

ましょう。軌道にのれば、本部の方にもたまには顔を出して頂けると助かります。 私事では

ありますが、娘が妻や私と同じ統合失調症を発症し、３年がたとうとしています。今はまだ

高校へ通う事が出来なく北九州学習支援センターに通い出して間もなく１００日が経とうと

しています。この夏の思い出と言えば、数々ありますが、１日１日が戦争のように感じた時期

でもあります。この記事を皆様がお手にする頃には、また更に年月が過ぎているかも知れ

ませんが、令和の９月は、自分は何をしていたかなぁと懐古してみるキッカケにして頂けれ

ば幸いです。若松支部、猿喰支部の構想に関してはまた後日・・・。構想というか妄想?（笑） 
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